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令和６年度第３回和光市男女共同参画推進審議会要旨 

 

日時：令和６年１１月２２日（金） 

午前１０時００分から１１時２０分 

場所：和光市役所議事堂３階 第２委員会室 

  

出席者： 諸橋泰樹会長、栗原眞知子副会長、渡邉丈裕委員、南條有希子委員、深谷香織委員、柳原英

典委員、古川勇一委員 

事務局： 中川課長、斉藤課長補佐、髙橋主事 

 傍  聴： ０人 

 

１ 開会 
事務局 

それでは始めさせていただきます。 
この審議会につきましては、和光市市民参加条例第１２条第４項の規定により、原則

公開となっています。また、会議後には、会議録を作成し、公開してまいります。その

際、記録については、要点記録とし、各委員のご意見、ご発言については、委員名を明

記した上での議事録とし、ホームページにて公表させていただきますので、ご了承くだ

さい。 

 

２ 議題 

  令和６年度和光市男女共同参画推進審議会答申案について 

諸橋会長 

  それでは、議題 令和６年度和光市男女共同参画推進審議会答申案について、事務局

から説明願います。 

 

事務局 

資料１をご覧ください。第２回審議会において、皆様からいただきました修正意見を

反映させたものです。 

１つ目について、下から３行目、なお以降を追加いたしました。内容については、「分

析を行う際には、会計年度任用職員の中にはフルタイムやパートタイムが含まれ、男女

比率に差が生じることが想定されるため、偏りがないよう工夫すること。」としました。 

これは、フルタイムかパートタイムかによって、男性が多かったり、女性が多かった

りと、差が出てしまうことが考えらえるため、そういったことも踏まえ、男女比率に差

があることなどを示し、分析を行った方がよいとのご意見から加えさせていただきまし

た。 

２つ目について、文頭に、「Ｐ２６、図表３９」を加えました。また、最後に、「また、

職員が育児休業を取得しやすい職場環境の整備に努めること」を追加いたしました。 

これは、男女ともに育児休業を所得する際に、職場でのフォローが大切であるといっ

たご意見から加えさせていただきました。 
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３つ目について、文頭に「Ｐ２０、図表３２」を加えました。また、２行目以降に、「女

性の委員がいない審議会等も見受けられる。そのため、引き続き、審議会等の委員の改

選時に男女の偏りをなくすよう働きかけるとともに」を加えました。さらに、「関心をも

ってもらえるような公募方法について」と修正をいたしました。 

これは、審議会を行う担当課への働きかけや市内の関係団体に委員選出を依頼すると

よいといったご意見や、募集の段階で女性が参加しやすい内容であることがよく、募集

要項の中で参加しやすいような記載ができればよいといったご意見から修正等をいたし

ました。 

４つ目について、下から２行目後半以降について、前回審議会でご指摘を受けました

とおり、「対象外とすることが適正な評価につながると思われるため、」と修正をいたし

ました。 

５つ目について、こちらは新たに追加した項目です。「男女共同参画について、市民や

市内企業へＰＲを行うため、年次報告書における実施状況を要約した資料を作成し、周

知することについて検討すること。」と追加いたしました。 

これは、年次報告書について、本来、男女共同参画は市全体にむけてＰＲするべきも

のであるため、この報告書を、分かりやすく要約したものを作成し、市民等へＰＲした

方がよいとのご意見から追加いたしました。 

 このほか、前回会議において、会計年度任用職員について、育児休業等が取得できる

のか、といったご意見につきましては、１週間の勤務日が３日以上か、１年間の勤務日

が１２１日以上という条件を満たせば、取得することが可能であり、現在、和光市にお

いても、産休１名、育休１名の方が取得をしている状況です。 

また、資料２「令和６年度和光市男女共同参画年次報告書（案）Ｐ２５，２６（差し

替え）」をご覧ください。「市男性職員における育児休業取得率の割合」につきまして、

分母、分子の考え方について示した方がよいとのご意見をいただきましたので、資料の

２６ページ、一番下の部分の※印部分「和光市の育児休業取得率は、当該年度中に新た

に育児休業が可能となった職員数に対する当該年度中に新たに育児休業をした職員数の

割合」と加えました。また、分母の対象となる男性職員の把握方法については、子の扶

養手当申請があった男性職員の数としています。 

 

諸橋会長 

 ご質問、ご意見のある方はお願いします。 

 

諸橋会長 

 男性の育児休業取得率算出の根拠となる具体的な人数を示していませんが、それでも

よいでしょうか。実数は示されていましたか。 

 

事務局 

 今回算出根拠の考え方は新たに示しましが、６６．７％の根拠となる、１２分の８の

人数は、２５ページに示している数字からは読み取ることができない状況です。 

 

諸橋会長 

 民間企業も国家公務員も地方公務員も実数ではなく比率での表記となっているので、
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比率での表記のみで良いと思います。 

 

諸橋会長 

 他にご質問、ご意見はありますでしょうか。 

 

栗原委員 

 和光市男女共同参画推進審議会として、様々なことについて協議してきました。私と

しては、市内中学校の制服が今年度から変更となったことが成果だと感じています。そ

のような具体的な事例はどのように市民に発信していくのでしょうか。 

 市民や市内企業に向けてＰＲを行う際に、どのような内容で男女共同参画を推進して

きた道筋を示すのかというのは、また次の段階の作業になると思いますが、可能な限り

市民に関心を持ってもらえるような内容を取り上げてＰＲしてもらいたいと思います。

私は５０年以上続いた学生服とセーラー服がブレザーを中心とした制服に移行してきた

ことは、大きな進歩だと思っています。しかし、課題として、制服の切り替えによりお

下がりができないということがあります。新しい制服を新一年生がどれだけ購入し、揃

えることができるのか、ということが課題となっている家庭もあることを知り、単純に

は喜ぶことができないと感じました。ＰＲする際には、光と影があることを承知しなが

ら進める必要があると思います。 

 

諸橋会長 

 答申の５つ目のＰＲに関する部分になると思います。市内中学校の制服が変わったと

いうことは、市の広報等で周知されているのでしょうか。どれほど市民に伝わっている

のでしょうか。 

 

事務局 

 男女共同参画情報紙おるご～るを年に一度、広報わこう３月号に折り込む形で発行し

ています。今年度のテーマが中学校の制服が変更となったことについてとしており、現

在編集中です。そのおるご～るにおいて制服が変わったことについて周知できると思っ

ています。 

 

諸橋会長 

 おるご～るは、市のホームページにも掲載されるのでしょうか。 

 

事務局 

 掲載されます。また、おるご～るでの周知とは別で各中学校で周知がされていると思

います。 

 

諸橋会長 

 今、栗原委員から意見があったとおり、制服の変更に課題があることを把握したうえ

で慎重に伝えてもらえたらと思いますが、こちらを答申に加えますか。 

 

栗原委員 
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 意見として聞いてもらえれば良いので、加える必要はないと思っています。 

 

諸橋会長 

 それでは、答申の５つ目はこのままで良いと思います。他にご意見はありますでしょ

うか。 

 

諸橋会長 

 １つ目の、「～偏りがないよう工夫すること。」というのは説明が不足していると思い

ますが、もう少し説明を追加できませんか。 

 

事務局 

 前回の審議会にて、会計年度任用職員について、男女の偏りがあることを示した方が

良いというご意見や男女の偏りについて分析を行った方が良いというご意見があり、反

映させていただいたものです。偏りがないよう工夫する、という表現ではなく、男女人

数に差があるということを示すこと、というような書き方ができたらと思いますが、い

かがでしょうか。 

 

諸橋会長 

 今の示し方だと、男女差が無くなるよう工夫すること、というように読み取れると思

います。 

 

事務局 

 男女差があることを明確に示したうえで報告書を作成すること、という示し方に改め

るのはいかがでしょうか。 

 

諸橋会長 

 良いと思います。修正してもらえたらと思います。他に文案はありますでしょうか。 

 

栗原委員 

 私たちは、詳しいデータをいただき、割合が全体分の実数だと知っていますが、パー

センテージのみでの表記だと、分かりづらいと思います。そのため、男性の場合、何分

のいくつ、女性の場合、何分のいくつというデータを付記することで偏りは修正できる

ような気がします。 

 

諸橋会長 

 このグラフに数字を付記するということでしょうか。 

 

栗原委員 

 必要な部分について付記するということだと思っています。煩雑な作業になってしま

うのであれば、検討いただければと思います。 

 

諸橋会長 
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 ２３ページの図表３４について、今のままでは、正規職員か会計年度任用職員か分か

りづらい状況ですが、今年度反映することは難しいですよね。 

 

事務局 

 来年度に向けての検討になりますが、図表３４で正規職員しか掲載していない部分を、

正規職員と会計年度任用職員を掲載し、会計年度任用職員の中でもフルタイムかパート

タイムか、また男女別が分かるように示すことを検討したいと思いますが、いかがでし

ょうか。 

 

諸橋会長 

 来年度から示してもらえたらと思います。答申の１つ目について、「～会計年度任用職

員の中にはフルタイムやパートタイムが含まれ、男女比率に差があることが考えられる

ため、次年度の年次報告書から詳細について掲載すること」というような表現に修正し

てもらえたらと思います。 

 

諸橋会長 

 他に何かご意見はありますか。無いようでしたら次に進みます。 

 

３ その他 

  令和６年度和光市男女共同参画意識調査集計速報版について 

諸橋会長 

  それでは、令和６年度和光市男女共同参画意識調査集計速報版について、事務局から

説明願います。 

 

事務局 

資料３「令和６年度和光市男女共同参画意識調査集計速報版」及び、別途本日配布し

た「第４次和光市行動計画男女共同参画わこうプラン中間見直しスケジュール（案）」に

ついて説明します。まず、「第４次和光市行動計画男女共同参画わこうプラン中間見直し

スケジュール（案）」をご覧ください。 

今回示している意識調査の結果については、資料の右側の列になりますが、令和６年

９月に調査を実施し、現在、結果の報告書をまとめているところでございます。本日の

資料は、その集計速報版となっています。 

資料の表の左側の「第４次わこうプランの見直し」と真ん中「審議会」の列をご覧く

ださい。事務局及び庁内連絡会議において、令和７年１月から６月にかけて、わこうプ

ランの見直し案のたたき台を検討します。この検討にあたっては、時点修正をベースと

し、今回実施した市民意識調査の結果や新たな課題などの検証を踏まえた見直し案を作

成します。 

その後、令和７年７月に第１回審議会を予定しており、この見直し案のたたき台につ

いて、審議していただきます。例年、審議していただいています「年次報告書の施策の

実施状況について」も例年どおり審議していただきます。 

この第１回審議会でいただいた意見等を踏まえ、令和７年８月から１１月にかけまし

て、事務局及び庁内連絡会議において、パブリック・コメントを行う素案をまとめてい
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きます。その間、１０月と１１月に第２回及び第３回の審議会の開催を予定しており、

素案について、ご審議をいただく予定です。 

令和７年１２月にパブリック・コメントを実施し、最終的には、令和８年２月に第４

回審議会を開催し、わこうプラン改訂版の案をまとめ、令和８年３月に策定する予定と

なっています。 

 

諸橋会長 

何かご意見、ご質問等はございますか。 

  

 栗原委員 

  前回の改訂の際は、コロナ禍であったため、集まって会議を行うことができず、書面

が送付され、意見があれば朱書き修正を回答する、というやり取りをしていました。書

類を深く読む時間を取ってもらえたら、課題点等新たな発見をすることができます。７

月の第１回会議に向けて資料を早めに送付してもらい、書類を読む時間を十分にとって

もらえると良いかなと前回の改訂時の会議に携わってみて、感じました。 

 

諸橋会長 

 年次報告書（案）の作成時期は第１回審議会前となってしまうのですよね。 

 

事務局 

 年次報告書（案）は資料収集の関係もあり、作成が会議間際となってしまいますが、

わこうプラン改訂版の素案については、可能な限り早く委員の皆様に送付できるように、

庁内での検討も進めていきたいと思っています。 

 

諸橋会長 

 他に何かご意見、ご質問がなければ、次に、「令和６年度和光市男女共同参画意識調査

集計速報版」について事務局から説明をお願いいたします。 

 

事務局 

 それでは、令和６年度和光市男女共同参画意識調査集計速報版について、主なものを

ピックアップしてご説明します。 

１ページをご覧ください。市民意識調査については、市内に住む満１８歳以上の男女

３，０００人を対象に、小学生意識調査については、和光市立小学校に通う４年生７０

５人を対象に、中学生意識調査については、和光市立中学校に通う２年生６２７人を対

象に行いました。調査期間は、９月２日から９月３０日まで行い、回収率については、

市民意識調査が、４０．３％、小学生が９０．６％、中学生が８８．８％となりました。 

 ４ページをご覧ください。市民意識調査についてです。回答者の属性は、女性が５４．

３％、男性が４１．３％です。 

 ７ページをご覧ください。「２ 男女共同参画に関する意識」について、問１「あなた

は、次に挙げるような分野で男女の地位は平等になっていると思いますか。」についてで

す。回答の選択肢のうち、「社会通念・習慣などで」については、わこうプランの指標に

もなっています。お手元の年次報告書（案）の２９ページまたは、わこうプラン４３ペ
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ージをご覧ください。指標の一覧が示されていますが、こちらの、Ｎｏ．１「社会通念・

習慣など」で男女の地位は平等であるとする市民の割合について、目標値は３０％で、

令和元年度現状値は１６．３％に対し、令和６年度は、２１．６％となっています。こ

のほか、選択肢「家庭で」は、令和元年度が、４４．６％に対し、令和６年度は、５１．

２％、選択肢「職場で」は、令和元年度が、３０．４％に対し、令和６年度は、３６．

６％となっており、上昇しています。 

 次に２２ページをご覧ください。性別役割分担意識については、「同感しない」が、前

回調査と比較すると、５９．３％から６２、９％に上昇しています。特に、男性は、「同

感する」が、１７．５％から７．４％に減少しており、男性の意識が変わりつつある傾

向です。 

 次に２７ページをご覧ください。家庭生活での役割分担について、こちらは、地域の

行事への参加について、共同して分担している市民の割合が、わこうプランのＮｏ．１

０の指標となっています。目標値は５０％となっており、令和元年度現状値が、２６．

８％に対し、令和６年度は、２１．５％と減少しています。これは、「該当しない」の割

合が上昇していることから、地域の行事への参加自体が少なくなっていることも影響し

ていると想定されます。 

 次に４５ページをご覧ください。夫婦・恋人間の暴力と認識される行為について、こ

ちらは、配偶者や恋人間におけるＤＶに対する認識の割合について、わこうプランのＮ

ｏ．４の指標となっており、身体的、精神的、経済的、性的の４つに分けて目標値が設

定されています。項目別に、「平手でぶつ、足でける」、から「骨折させる」までの４つ

が身体的暴力、「ドアをけったり、壁に物を投げて、おどす」から「大声でどなる」まで

の５つが精神的暴力、「生活費を渡さない」、「仕事を辞めさせる」の２つが経済的暴力、

「いやがるのに、性的な行為を強要する」、「見たくないのに、ポルノビデオやポルノ雑

誌を見せる」の２つが性的暴力となります。この区分別の令和６年度数値については、

現在集計中で本日、お示しできませんが、前回調査と比較すると、身体的暴力の項目に

ついては、認識している割合が減少しており、生活費を渡さないなどの経済的暴力につ

いては、上昇しています。 

 次に６０ページをご覧ください。性の多様性についてです。言葉の認知度について、

ＬＧＢＴＱという言葉の認知度については、「聞いたことがあり内容も知っている」が６

４．４％、「聞いたことがある」は２６．１％となっており、認知度は高くなっています。 

 次に６４ページをご覧ください。自身の悩みの有無については、「ない」が９４．７％、

「ある」が２．２％となりました。 

 次に６８ページをご覧ください。男女共同参画に関する社会の動きや言葉の認知度に

ついて、このうち、「和光市男女共同参画推進条例」と「リプロダクティブヘルス／ライ

ツ」についてが、わこうプランの指標となっています。和光市男女共同参画推進条例に

ついては、わこうプランのＮｏ．１１の指標となっており、目標値は７０％、令和元年

度現状値は３６．１％で、令和６年度は、「内容を知っている」、と、「聞いたことはある

が、内容をは知らない」を合わせた、３１．５％と、減少してしまいました。リプロダ

クティブヘルス／ライツについては、わこうプランのＮｏ．３の指標となっており、目

標値は２０％、令和元年度現状値は４．３％、令和６年度は、内容を知っていると回答

した、６．０％と、上昇しています。 

 次に、小学生の調査結果についてです。８１ページをご覧ください。性別役割につい
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てですが、前回調査と比較すると、「よく言われる」、「ときどき言われる」を合わせると、

３７．１％から１６．８％に減少しています。 

 次に、８６ページをご覧ください。（６）子育ての役割分担について、「自分も含めた

家族が協力して行う」が７１．８％と最も多く、「自分だけで行う」が５．３％、「自分

以外の家族に行ってもらう」が０．９％となっており、子育ては母親だけ、父親だけが

行うと言うことではなく、家族が協力して行うといった意識になっていることが伺えま

す。 

 次に、８７ページをご覧ください。性別役割分担の意識について、これは、性別によ

る固定的な役割分担意識に同感しない子どもの割合がわこうプランのＮｏ．２の指標と

なっており、小学生については、目標値が８０％、令和元年度現状値は、４０．６％、

令和６年度は、選択肢「そう思わない」と、「どちらかといえばそう思わない」を合わせ

た、６４．２％となり、上昇しています。 

 次に、９５ページをご覧ください。性の多様性について、ＬＧＢＴＱの言葉の認知度

については、「聞いたことがない」が８１．８％と、小学生はまだ認知度が低いことが分

かりました。 

 次に、９６ページをご覧ください。性自認の悩みについては、「悩んだことがある」が

１９．１％、「悩んだことはない」が５６．０％、「わからない」が２４．３％となりま

した。 

 次に、中学生の調査結果についてです。９７ページをご覧ください。こちらについて

は、前回調査と比較すると、「よく言われる」、「ときどき言われる」を合わせると、４４．

０％から２６．４％に減少しています。 

 次に、１０５ページをご覧ください。子育ての役割分担について、「自分も含めた家族

が協力して行う」が８５．３％と最も多く、「自分だけで行う」が１．８％、「自分以外

の家族に行ってもらう」が０．９％となっており、子育ては母親だけ、父親だけが行う

と言うことではなく、家族が協力して行うといった意識になっていることが伺えます。 

 次に、１０６ページをご覧ください。性別役割分担の意識について、これは、性別に

よる固定的な役割分担意識に同感しない子どもの割合が、わこうプランのＮｏ．２の指

標となっており、中学生については、目標値が８０％、令和元年度現状値は、６０．６％、

令和６年度は、「そう思わない」と、「どちらかといえばそう思わない」を合わせた、８

３．２％となり、上昇しています。 

 次に、１１７ページをご覧ください。性の多様性について、ＬＧＢＴＱの言葉の認知

度については、「聞いたことがあり内容も知っている」が３９．８％、「聞いたことはあ

る」が２６．６％、「聞いたことがない」が３３．４％と、小学生と比べると、認知度は

高いことが分かりますが、前回調査時は、ＬＧＢＴという言葉の認知度を調査したので

すが、それと比較すると、認知度が減少しています。 

 次に、１１８ページをご覧ください。性自認の悩みについては、「悩んだことがある」

が１２．４％、「悩んだことはない」が７２.５％、「わからない」が１４．４％となりま

した。 

 調査結果の説明については、以上となりますが、この調査結果については、今後、わ

こうプランの中間見直しについて検討する際に、担当課において、分析し、今後の施策

への反映について、検討してまいります。本日については、現時点での集計速報値の結

果の報告となります。 
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諸橋会長 

 何かご質問等はありますか。 

 

柳原委員 

 今回の調査について、回答数が前回に比べ２倍ほどになっていますが、前回の調査が

非常に少なかったのか、今回の調査の対象者が３，０００人であり１，２００人程度の

回答が想定内だったのか、どうでしょうか。 

 

事務局 

 前回の調査では、対象者を２，０００人としていました。今回は対象者を増やし、３，

０００人とし、ウェブでの回答を導入しました。そのようなことから回答者数が前回よ

りも多くなったのではないかと思っています。今回の回収率が４０．３％というのは想

定していた割合となっています。 

 

諸橋会長 

 対象者数が増え、ウェブでの回答を可能としたことで回収率が上昇しており、回答者

数「ｎ」が前回の６９５から１，２０９に増えました。これは、調査結果に影響し、数

字が下がってしまう部分もあったかと思います。特に言葉の認知率が下がっていて、和

光市男女共同参画推進条例は前回よりも知らない方の割合が多くなってしまいました。 

 

柳原委員 

 回答者が増えたことにより、条例を知らないと回答する方の人数が増えてしまったの

かなと思いました。 

 

諸橋会長 

 数パーセントの違いなので、回答者が増えたことにより変動してしまっている部分も

あるかもしれないですね。 

 

栗原委員 

 小学生、中学生の男女共同参画に対する意識が前回の調査時よりも概ね高くなってい

て、男女フラットな付き合いが当たり前で育っているということが感じられます。私が

子どもの頃は、男の子は女の子を平気で呼び捨てしていましたが、教育実習に行った際

には、女の子が男の子を呼び捨てするようになっていました。段々と今では男の子も女

の子も「さん」をつけて呼ぶことが多くなってきて、フラットな関係になってきている

ことが、今回の調査結果からも、子どもたちの関係からも伝わってきています。 

ＬＧＢＴＱという言葉については、小学生よりも中学生の認知度が高くなっています。

小学生は言葉やその内容について知る機会があまりないのだと思います。どこの小学校

でも、４年生が福祉教育を受けていますが、身体の不自由について等、目に見えるサポ

ートについての福祉教育が多数となっています。セットプランで４つ程度を順に学習す

るというものですが、ＬＧＢＴＱを子どもに伝えることが難しいので取組が進んでいな

いという現状があると思います。ＬＧＢＴＱの当事者が話している映像を子どもに視聴
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させ、この国ではこんなことが認められているということを知らせることで、認識して

きたので、様々な手立てで子どもが言葉や実態について認識をして、自分たちの周りに

もそのような方がいる可能性があるという思いを持ってもらえると認知度が上昇するの

ではないかと思います。 

 

南條委員 

 小学４年生で性自認の悩みを持つ子供が約１４％ということを知ることができて良か

ったと思います。女の子が女性として成長する時期が早くなってきていることも原因か

もしれませんが、悩んでいることをアンケートに回答することができているので、教育

現場にフィードバックすることや、社会全体としてどのように支えていくのか考えるき

っかけになると思いました。 

 また、中学生で悩みを抱えている子が約１２％であるのに対して、周りに悩んでいる

子がいると回答している子が約１３％であることは、お互いに相談する相手がいたり、

打ち明ける友達がいるという実態があるということを考えると、一定数悩みを抱えてい

る子がいることを把握できたことが進歩だと思います。 

 

深谷委員 

 ＬＧＢＴＱについては、理化学研究所では、小学生や市民の意識のデータを得ること

ができないので、南條委員が言ったように貴重なデータを得ることができたと思います。 

 子どもへの教育だけではなく、社会での理解が及んでいない中で、子どもに教育する

ことにフォーカスすることは少し違う気がします。一方で、未だに日本では履歴書に男

女を記載する欄を設けていたり、採用においても男性優位、女性が少ないことだったり

が根強く残っていることがあります。どうしても日本の戸籍制度の中で男女を明記する

ことが根強く残っている中で、大人こそ、今後社会を変えていくうえでＬＧＢＴＱを重

要な課題として認識していかなければならないということを、子どもたちがこれだけ認

知している中で、急ぐ必要があると思いました。 

 夫婦別姓の問題でさえも日本はなかなか進められないほど法的な問題が根強い中で、

どこまで世界的なＬＧＢＴＱの問題に追いつけるのか、どのような教育をしていくのか、

先生も確実に理解しているわけではなく、社会の中で男女を分けなければならない仕組

みの中で、どのように教育していくのかという点は難しいと思います。 

 

柳原委員 

 意識調査は、主観やデータから確実に社会がこの通りなのかという懸念はありますが、

実際に結果を示す際には、市としてサマリー等でどのように捉えているかということを

主観的に示すことは難しいと思いますが、捉えていることを示してもらえたらいいなと

思っています。分析して自分でこういうことだと理解できる人もいますが、あるべき姿

というのは共通していると思うので、それに向かってどうなっているのかということは

文章で示されるのでしょうか。 

 

諸橋会長 

 意識調査の概要版は前回作成していましたか。 
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事務局 

 概要版は作成しましたが、分析結果をどう捉えているのかということをどこまで掲載

できるかということは検討していく必要があります。 

 

諸橋会長 

 分析や解釈が少し掲載できると良いと思います。おるご～るであれば意識調査につい

て少し掲載することができると思いますので、検討してもらえたらと思います。 

 

古川委員 

 ４５ページの男女別の「夫婦・恋人間の暴力と認識される行為」について、男女とも

に「平手でぶつ、足でける」という行為に対して１割程度の方が「暴力とそうでない場

合がある」と思っているようです。どうしてそう思うのかなと思いました。一般的なパ

ワーハラスメントとしては、このグラフの上から４つはハラスメントに該当すると思い

ます。それであってもハラスメントだと思わないということであれば、どういった意識

なのかなと疑問に思いました。また、「何を言っても、長時間無視し続ける」ということ

を意外と暴力だと思わない人が多くいるのだなと思いました。これも一般的にはハラス

メントに該当するものです。ハラスメント意識という点でも今後調査を続ける中で、意

識が変化していくのが望ましいと思いました。 

 

深谷委員 

  まだ集計中かと思いますが、自由記述についての分析はいかがでしょうか。 

 

 事務局 

  現在集計中のため、本日お示しできませんが、自由記述においても回答がありました。 

  

 諸橋会長 

  改めて情報共有してもらえたらと思います。その他、小学生、中学生が希望する職業

について、テキストマイニングで示していただきました。小学生と中学生で職業意向異

なりとても興味深いと思います。 

   

 深谷委員 

  和光市は市長が女性です。小学生が運動会等の挨拶で女性の市長が来ているのを見た

ら憧れにもつながると思います。こういった意識調査においても、首長が男性の市区村

長と比べて、男の子、女の子の意識が変わってきたというデータが将来的に獲得できる

と良いと思いました。 

 

 南條委員 

  和光市に関することの認知度が下がってしまったとのことについて、共働きの割合が

以前に比べて大きくなっており、また、和光市はベッドタウンであることから、家と職

場の行き来が多く、地域社会への関心に時間を割くことが減ってしまっているのかもし

れないと思いました。 
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諸橋会長 

  以上で議題がすべて終了となりました。その他事務局から連絡事項はありますでしょ

うか。 

 

 事務局 

  議題で審議いただきました答申につきましては、１２月中には、書面にて、市長へ答

申書を提出する予定となっております。 

  また、本日の第３回会議録につきましては、作成しましたら、メール及び郵送にて送

付させていただきます。訂正がありましたら、事務局までご連絡をお願いいたします。

その後、ホームページにて公表させていただきます。よろしくお願いいたします。 

 

  なお、今年度の会議は、これで終了となります。来年度につきましては、先ほどもお

話させていただきましたが、第４次男女共同参画わこうプランの中間見直しについてと

年次報告書の施策の実施状況について、ご審議いただきます。第１回会議は、７月を予

定しております。日程は、決まり次第、ご連絡いたします。 

  皆様には、今年度の会議運営にご協力をいただきまして、ありがとうございました。 

以上です。 

 

３ 閉会 

諸橋会長 

 それでは、これを持ちまして、本日の審議会を閉会させていただきます。 

 

 


